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第74回全国産業安全衛生大会（名古屋大会）

研究発表募集要項

● ● ● 研究発表募集のご案内 ● ● ●

　中央労働災害防止協会（中災防）では、標記大会を平成27年10月28日（水）～10月30日（金）

までの３日間、愛知県名古屋市において開催いたします。

　本大会では、下記の要領に基づいて事業場等から、労働安全衛生についての研究（事例）発表を募

集いたしますので、奮ってご応募下さい。

❶ 応募要件

　次の要件を満たす研究（事例）発表とします。た

だし、第73回（平成26年度）全国産業安全衛生大

会（広島大会）で研究発表された方は、応募できま

せん。

（１） 事業場等における安全衛生についての研

究成果や改善事例等で、企業の安全衛生

水準の向上に寄与し、広く全国に紹介する

ことが適当と思われるもの。

（２） 活動の成果や改善結果に限らず、そのプロ

セスにおいて工夫した点、苦労や失敗、振

り返り、今後の展望等を含めた発表である

こと。

（３） 過去の全国産業安全衛生大会や、中災防

の定期刊行物等で、同一の発表がなされて

いないもの。

（４） 所属長等から応募の承認を受けたもの。

❷ 応募区分

　該当する番号を別紙応募用紙の応募区分欄

に記入して下さい。なお、同一事業場から、同一

応募区分での複数応募をすることはできませ

ん。※以下の●印は、発表の例を示しています。

（1） 労働安全衛生マネジメントシステム／リス

クアセスメント

● 労働安全衛生マネジメントシステムの導入・

定着の事例

● 企業におけるリスクアセスメント事例

● 日常的な安全衛生活動（小集団活動、ＫＹ

活動、ヒヤリハット活動、５S活動、改善提案

制度等）がリスクアセスメント活動にもたら

す効果 など

（2）化学物質管理

● 化学物質に関するリスクアセスメントによ

る健康障害防止、爆発火災防止の事例等

● SDS（安全データシート）を活用した化学物

質管理の事例 など

（3）機械・設備等の安全

● 機械・設備に関するリスクアセスメント事例

● 機械・設備の安全対策（はさまれ・巻き込ま

れ、切れ・こすれ、墜落・転落等の防止対策）

や残留リスク対策の事例 など

（4）安全管理活動

● 安全管理、職場安全活動の推進事例

● 作業方法、作業手順等の改善事例 など

（5）安全衛生教育

● 企業内における安全衛生教育、安全（危

険）体感教育の事例

● ＲＳＴトレーナーによる職長教育

● 派遣・請負の安全衛生教育の事例

● 大学での安全衛生教育の事例 など

（6）中小企業における安全衛生対策

● 安全衛生管理体制の整備、活動の活性化

等の事例

● 集団（工業団地、事業協同組合、商工会

等）、地域等で進める安全衛生活動の事例

など

（７）ゼロ災運動

● 全社一丸となってゼロ災運動を推進してい

る事例

● KYTや指差し呼称を日々の作業の中で展

開している事例 など
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（８）交通安全

● 構内・構外の交通事故防止対策事例

● 業務中・通勤時の安全運転対策 など

（９）労働衛生管理活動

● 職場の作業環境管理、作業管理及び健康

管理に関する事例

● 受動喫煙防止対策に関する事例

● 熱中症予防対策に関する事例 など

（10）メンタルヘルス／健康づくり

● 職場の健康づくり活動に関する事例

● 生活習慣病対策に関する事例

● 職場のメンタルヘルス対策に関する事例

● メンタルヘルス不調者の職場復帰支援に関

する事例 など

（１１）第三次産業における安全衛生活動

● 小売業における安全衛生活動の事例

● 社会福祉施設における安全衛生活動の事

例

● 飲食店における安全衛生活動の事例 など

（12）その他

● 海外関連事業場における安全衛生活動の

事例、ヒューマンファクター（人間特性）に

関する研究、高年齢労働者の安全衛生対

策の事例 など

※応募区分は、分科会を示すものではありません。

❸ 応募方法

　別紙の応募用紙に必要事項を記入し、さら

に、発表内容をA4判用紙1枚に横書き800字

程度に、成果や改善結果に限らず、そのプロセ

スにおいて工夫した点、苦労や失敗、振り返り、

今後の展望等をまとめたものを添付して、下記

❼の応募先（大会事務局）あて送付してくださ

い。受付けは郵送のみとさせていただきます。

❹ 締切り

　平成27年１月9日（金）当日消印有効

❺ 審査及び審査結果の通知

　審査結果（採用・不採用）については、中災防

による厳正な審査の上、平成27年４月上旬まで

に通知いたします。なお、審査経緯の照会には

応じられませんのであらかじめご了承ください。

❻ その他注意事項

（１） 採用された研究発表は、平成２７年１０月

２９日（木）または３０日（金）のいずれかの

日に発表していただきます。なお、発表す

る分科会及び日時の指定はできません。

（２） 発表者は、1名とさせていただきます。

（３） 発表時間は質疑応答を含め２０分を予定し

ています。

（４） 視聴覚機器等の使用条件は後日発表者へ

ご連絡いたします。

（５） 発表者は、３，０００字程度の発表原稿を大

会事務局あて提出していただきます。な

お、発表原稿の記載要領は大会事務局より

後日発表者へご連絡いたします。提出いた

だいた発表原稿は返却いたしません。

（６） 発表原稿に係る著作権は、中災防に帰属

するものとし、発表原稿は当日配布の「全

国産業安全衛生大会研究発表集」に掲載

するほか、中災防の安全衛生情報として使

用させていただきます。

（７） 発表者の旅費等につきましては、発表者等

それぞれのご負担となりますので、あらか

じめご了承ください。 

（８） ご記入いただいた個人情報につきまして

は、中災防が責任を持って管理し、研究発表

にかかる審査において使用するほか、研究

発表決定の場合は、大会案内書、大会プロ

グラム及び研究発表集に掲載いたします。

❼ 応募先

中央労働災害防止協会　教育推進部企画課

（大会事務局）

〒108-0014　東京都港区芝5-35-1

TEL　03-3452-6402

FAX　03-5443-1019

大会メールアドレス：taikai@jisha.or.jp
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第74回全国産業安全衛生大会 研究発表 応募用紙
応募区分（1）～（12）のうち該当する応募区分の
番号をご記入ください。

業 種

労 働
者 数 名

会員区分

121

132

印

中災防賛助会員　□

一般　　　　　　□

□を付けてください

研究発表演題名

（40字以内）

研究発表要旨

発
表
者

連
絡
担
当
者

事業場名

事業場所在地

所属・役職名

氏　名

事業場名

事業場所在地

所属・役職名

氏　名

ふ り が な

ふ り が な

ふ り が な

ふ り が な

採用された研究発表は、

要旨を案内書に掲載い

たします。活動に至った

きっかけから、工夫した

点や苦労した点等を含

めた取り組み、成果等を

120字～132字の範

囲でまとめてください。

「である」調でお書きく

ださい。

〒

TEL （　　　　　　 ） FAX （　　　　　　 ）

〒

※　この用紙に、発表内容を800字程度にまとめたものを添付してください。

平成　　　　年　　　　月　　　　日 事業場（推薦団体）名

応募（推薦団体）承認者役職

応募（推薦団体）承認者氏名

TEL （　　　　　　 ） FAX （　　　　　　 ）

ご記入いただいた個人情報につきましては、当協会が責任を持って管理し、全国産業安全衛生大会で発表いただく際の円滑な運営のため
に使用いたします。また、当協会が運営する教育研修でのご講演依頼等をさせていただく際に使用することがありますが、その使用に同
意していただけない場合には、□にチェックマークをご記入ください。

備 考
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